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都
市
が
よ
り
高
緯
度
の
地
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

樺
太
は
ロ
シ
ア
の
中
で
も
気
候
風
土
の
面
で
条
件
が
良
い

地
域
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、歴
史
的
に
西
方
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
ロ
シ
ア
は
、
極
東
ア
ジ
ア
に
位

置
す
る
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
を
流
刑
地
と
し
て
使
っ
て
き

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
サ
ハ
リ
ン
は
、
少
数
民
族
と

特
殊
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
人
が
わ
ず
か
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
土
地
で
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
日
本
で
は
、
樺
太
は
明
治
以
前
か
ら
、
漁

業
や
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
易
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要
な

土
地
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
と
ア

ム
ー
ル
川
を
東
西
の
端
と
す
る
海
域
の
中
で
は
扇
の
要
に

当
た
る
場
所
に
位
置
す
る
か
ら
で
す
。
地
理
や
気
候
風
土

の
面
で
も
、
生
活
環
境
や
産
業
活
動
の
面
で
も
、
決
し
て

不
利
な
地
域
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
カ
ラ
フ
ト
」
と
い
う
地
名
は
、
元
々
は
ア
イ
ヌ
語
と

蒙
古
語
と
い
う
二
つ
の
言
語
に
起
源
を
持
っ
て
い
る
と
さ

れ
、
日
本
で
地
名
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
「
樺

太
」
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
樺
太
の
地
理
的
な
特
徴

　
私
は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
南
樺
太
の
泥ど
ろ
か
わ川
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
八
才
で
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
を
迎

え
る
ま
で
こ
こ
で
過
ご
し
、
北
海
道
に
引
き
揚
げ
て
き
ま

し
た
。
以
来
、
こ
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
六
十
数
年
ぶ
り
に
再
訪
し
、
薄
々
と
覚
え
て
い

た
木
の
葉
や
山
や
川
な
ど
を
眼
前
に
し
た
と
き
に
は
、
懐

か
し
さ
に
頬
ず
り
を
し
た
く
な
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
樺
太
は
私
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
愛
す
る

故
郷
で
す
。
そ
の
よ
う
な
感
情
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
雛
が

人
工
孵
化
で
生
ま
れ
て
、
最
初
に
見
た
動
く
も
の
を
親
と

思
う
よ
う
な
「
刷
り
込
み
」
に
近
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
樺
太
は
、「
樺
太
島
」
や
「
サ
ハ
リ
ン
島
」
な
ど
と
も

呼
ば
れ
ま
す
が
、
島
と
い
う
よ
り
は
大
陸
の
よ
う
な
広
大

さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
樺
太
の
最
北
端
に
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
岬
は
北
緯
五
四

度
二
五
分
、
最
南
端
の
ク
リ
リ
オ
ン
岬
（
西
能
登
呂
岬
）

は
北
緯
四
五
度
五
四
分
で
す
。
ち
ょ
う
ど
北
緯
五
〇
度
線

が
樺
太
を
南
北
に
ほ
ぼ
二
等
分
す
る
中
間
に
位
置
し
ま

す
。
こ
の
北
緯
五
〇
度
線
か
ら
南
端
ま
で
の
距
離
は
四
五

五
・
六
㎞
あ
り
、
こ
れ
は
東
京
都
か
ら
和
歌
山
市
や
明
石

市
ま
で
の
距
離
に
相
当
し
ま
す
。
私
た
ち
旧
島
民
が
「
樺

太
」
と
呼
ぶ
の
は
、北
緯
五
〇
度
線
以
南
、す
な
わ
ち
「
南

樺
太
」
の
こ
と
で
す
。
私
自
身
も
島
の
南
端
近
く
に
位
置

す
る
泥
川
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
の
で
、
当
時
は
北
緯
五

〇
度
線
を
越
え
て
北
の
方
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
島
の
総
面
積
は
七
万
四
四
一
五
平
方
㎞
、
南
樺
太
に
限

る
と
三
万
六
〇
九
〇
・
三
平
方
㎞
で
す
。
南
樺
太
の
面
積

は
島
全
体
の
ほ
ぼ
半
分
、
約
四
八
％
を
占
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
東
北
三
県
（
青
森
、
秋
田
、
岩
手
）
の
面
積
の
合
計
、

あ
る
い
は
台
湾
島
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
あ
り
、
九
州
の
約

九
〇
％
、
北
海
道
の
約
四
三
％
に
相
当
し
ま
す
。

　
世
界
を
見
渡
す
と
、
北
緯
五
〇
度
近
辺
の
都
市
と
い
え

ば
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
、
ド

イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
は
北
緯
五
五
度
、
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
が
北
緯
五
九
度
で
す
の
で
、
ロ
シ
ア
の
主
要

樺
太
で
の
生
活
経
験
と
全
国
樺
太
連
盟
の
活
動
に
つ
い
て

　
岩
　
崎
　
守
　
男

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
７
回
学
習
会
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２
．
樺
太
に
お
け
る
日
露
国
境
線
の
変
遷

　
樺
太
に
お
け
る
日
露
間
の
国
境
線
が
初
め
て
協
議
さ
れ

た
の
は
、
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
二
月
の
「
日
露
和
親

条
約
」
の
締
結
時
で
す
。
こ
の
と
き
、
千
島
列
島
で
は
択

捉
島
と
得
撫
島
の
間
で
国
境
線
が
引
か
れ
る
一
方
、
樺
太

は
国
境
未
画
定
と
さ
れ
ま
し
た
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
三
月
に
は
「
日
露
間
樺
太
島
仮
規
則
」
が
仮
調
印
さ
れ

ま
し
た
が
、こ
の
と
き
も
樺
太
全
島
は
「
両
国
雑
居
の
地
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
雑
居
し
て
い
た
の
は
両
国
の
国
民
の

ほ
か
、樺
太
に
先
住
し
て
い
た
樺
太
ア
イ
ヌ
や
ニ
ブ
フ（
ギ

リ
ヤ
ー
ク
）
の
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

　
明
治
期
に
入
る
と
、
ま
ず
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
五

月
に
署
名
さ
れ
た
「
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
」
に
よ
り
、

樺
太
全
島
が
ロ
シ
ア
領
と
さ
れ
る
一
方
で
、
千
島
列
島
は

全
島
が
日
本
領
と
さ
れ
ま
し
た
（
千
島
列
島
最
北
端
の
占

守
島
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
間
に
国
境
線
）。
な
お
、

こ
の
条
約
に
よ
り
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
日
本
と

ロ
シ
ア
の
い
ず
れ
か
の
国
籍
を
条
約
発
効
か
ら
三
年
以
内

に
選
択
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
国
籍
を
選

ん
だ
人
た
ち
は
、
北
海
道
の
対
雁
（
現
在
の
江
別
市
）
に

強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
〇
五
年
）
の
講
和

条
約
で
あ
る
「
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
」（
一
九
〇
五
年
九
月

四
日
調
印
）
に
よ
り
、
日
本
は
樺
太
島
の
う
ち
北
緯
五
〇

度
線
以
南
の
地
域
、
す
な
わ
ち
、
南
樺
太
の
割
譲
を
受
け

ま
し
た
。
南
樺
太
は
こ
れ
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終

結
ま
で
の
間
、
約
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
日
本
領
に
な
り
ま

す
。

　
日
本
領
に
な
っ
た
南
樺
太
で
は
、
地
方
行
政
官
庁
で
あ

る
「
樺
太
庁
」
が
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
四
月
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
庁
舎
は
、
当
初
は
大
泊
町
（
現
在

の
コ
ル
サ
コ
フ
）
に
置
か
れ
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）

年
に
は
豊
原
市
（
現
在
の
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
に
移

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
領
時
代
の
南
樺
太
で
は
産
業
開
発
が
急
速

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
も
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、

樺
太
は
元
よ
り
漁
業
の
要
衝
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
加
え

て
木
材
資
源
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
林
業
も
盛
ん
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
樺
太
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
間
の
海
峡
は
、
一
八
〇
九

年
に
樺
太
が
大
陸
と
陸
続
き
で
は
な
い
こ
と
を
確
か
め
た

間
宮
林
蔵
に
ち
な
ん
で
、
日
本
で
は
間
宮
海
峡
と
呼
ば
れ

ま
す
が
、
最
も
狭
い
と
こ
ろ
で
わ
ず
か
七
～
八
㎞
ほ
ど
し

か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
こ
の
辺
り
の
海
は
冬
に

は
凍
る
の
で
、
徒
歩
で
の
行
き
来
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
を
渡
っ
て
北
上
す
る
と
、
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
が
あ

り
ま
す
。
ア
ム
ー
ル
川
が
も
た
ら
す
養
分
、特
に
鉄
分
は
、

樺
太
全
体
の
植
物
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
栄
養
分
が
豊
か

な
海
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
の
ア
ム
ー
ル
川
の
影

響
が
大
き
い
。
鉄
分
は
重
い
の
で
普
通
は
海
中
に
沈
ん
で

し
ま
う
の
で
す
が
、
冬
に
海
が
凍
る
こ
と
が
鉄
分
を
島
全

体
に
拡
散
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

３
．
日
本
に
よ
る
南
樺
太
統
治
の
始
ま
り

　
豊
原
市
に
樺
太
庁
が
移
転
し
た
翌
年
の
一
九
〇
九
（
明

治
四
二
）
年
、樺
太
庁
は
『
樺
太
案
内 

渡
航
移
住
手
引
草
』

と
い
う
文
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
後
述
す
る
道
庁
赤
レ

ン
ガ
庁
舎
内
の「
樺
太
関
係
資
料
館
」（
二
〇
〇
四
年
開
設
）

に
本
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
『
案
内
』
に
は
、樺
太
に
渡
航
す
る
た
め
の
条
件
、

渡
航
後
に
就
き
う
る
職
業
の
種
類
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
職
種
ご
と
の

給
料
に
関
す
る
記
述
も
あ
り
ま
す
。
私
の
父
は
浄
土
真
宗

の
僧
侶
で
、
新
潟
の
出
身
で
し
た
。『
案
内
』
を
読
む
と
、

僧
侶
の
配
置
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
父
が
僧
侶
と
し
て
、

ど
ん
な
環
境
・
条
件
で
、
新
潟
か
ら
樺
太
に
渡
っ
て
い
っ

た
か
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
日
本
の
南
樺
太
統
治
の
本
拠
地
で
あ
る
豊
原
市
が
建
設

さ
れ
、
こ
れ
と
同
時
期
に
始
ま
っ
て
い
た
の
が
鉄
道
の
敷

設
で
す
。
最
初
に
、
大
泊
と
豊
原
の
間
を
つ
な
ぐ
鉄
道
が

短
期
間
（
五
五
日
間
）
で
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な

目
的
は
木
材
の
運
搬
で
、
鉄
道
で
大
泊
に
運
ば
れ
た
木
材

は
、
船
で
稚
内
や
小
樽
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。
資
源
輸
送

を
主
目
的
に
、
南
樺
太
に
お
け
る
鉄
路
の
敷
設
は
そ
の
後

も
続
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
道
内
の
市
町
村
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
樺
太
は
札
幌
よ

り
も
旭
川
と
の
関
係
の
方
が
よ
り
強
か
っ
た
覚
え
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、有
力
者
層
や
富
裕
層
の
子
弟
の
中
に
は
、

地
元
の
大
泊
、
豊
原
、
真
岡
の
各
庁
立
中
学
校
で
は
な
く
、

旭
川
市
の
中
学
校
に
来
て
い
る
者
も
一
定
数
い
ま
し
た
。
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＜資料１＞　樺太略年表



28北海道自治研究 ２０２２年３月（Ｎo.638）

し
て
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
の
辺
り
に
は
木
材
を
産

出
す
る
豊
か
な
森
林
（
幌
内
ツ
ン
ド
ラ
）
も
あ
っ
た
の
で
、

林
業
・
製
紙
業
お
よ
び
炭
砿
業
に
従
事
す
る
多
く
の
人
々

が
集
住
し
て
い
ま
し
た
。
敷
香
に
は
遊
郭
が
あ
っ
た
と
い

う
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

当
時
は
製
紙
業
が
特
に
盛
ん
で
あ
り
、
当
初
は
三
社

あ
っ
た
製
紙
会
社
（
王
子
製
紙
、
富
士
製
紙
、
樺
太
工
業
）

が
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
合
併
し
、
王
子
製
紙
一
社

に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
当
時
、
南

樺
太
に
は
九
つ
の
製
紙
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
農
業
は
残
念
な
が
ら
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
酪
農
が
わ
ず
か
に
営
ま
れ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

後
に
横
綱
に
な
る
大た
い
ほ
う鵬
は
敷
香
の
出
身
で
、
父
親
は
い
わ

ゆ
る
白
系
ロ
シ
ア
人
（
ロ
シ
ア
革
命
に
反
対
し
て
国
外
に

亡
命
し
た
ロ
シ
ア
人
）
で
し
た
。
大
鵬
の
両
親
は
南
樺
太

で
牧
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。「
稚
内
市
樺
太
記
念
館
」

に
は
大
鵬
親
子
の
写
真
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
．
地
上
戦
と
引
き
揚
げ
の
記
憶

　

⑴　

ソ
連
軍
の
南
樺
太
侵
攻
と
引
き
揚
げ

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
の
一
週
間
前
、
一
九
四
五
年

八
月
八
日
、
ソ
連
は
「
日
ソ
中
立
協
定
」（
一
九
四
一
年

四
月
一
三
日
署
名
、
有
効
期
間
五
年
）
を
破
棄
し
て
日
本

に
宣
戦
布
告
し
、
南
樺
太
、
千
島
列
島
、
満
州
へ
の
侵
攻

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
南
樺
太
で
は
、
北
樺
太
か
ら
北
緯
五

　
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
八
月
、
皇
太
子
裕
仁
（
後
の

昭
和
天
皇
）
が
樺
太
を
訪
れ
て
、
数
日
間
滞
在
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
年
は
一
月
に
「
日
ソ
基
本
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
ソ
間
の
国
交
が
回
復

さ
れ
、
一
九
一
六
年
の
「
ロ
シ
ア
革
命
」
以
降
不
安
定
化
し

て
い
た
両
国
間
の
関
係
が
あ
る
程
度
安
定
し
ま
し
た
。

４
．
南
樺
太
の
人
口
と
基
幹
産
業

　
南
樺
太
が
日
本
領
だ
っ
た
二
〇
世
紀
前
半
期
は
、
日
露
戦

争
以
降
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
八
年
）、
シ

ベ
リ
ア
出
兵
（
一
九
一
八
～
二
二
年
）、
日
中
戦
争
・
第
二

次
世
界
大
戦
（
一
九
三
七
～
四
五
年
）
と
、
日
本
に
と
っ
て

は
大
き
な
戦
争
が
相
次
い
だ
時
期
で
す
。
豊
か
な
資
源
を
有

す
る
樺
太
は
こ
の
間
、
日
本
の
植
民
地
の
一
つ
と
し
て
、
戦

争
を
支
え
る
資
源
の
供
給
基
地
を
担
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
樺
太
の
日
本
人
住
民
の
数
は
、公
式
な
記
録
と
し
て
は
、

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
国
勢
調
査
に
よ
る
三
九
万
四

六
〇
三
人
と
い
う
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
樺

太
渡
航
者
の
出
身
地
を
調
べ
る
と
、
半
分
ほ
ど
は
北
海
道

が
占
め
、
残
り
は
東
北
地
方
で
す
。
本
国
で
は
富
裕
で
は

な
い
人
た
ち
が
樺
太
に
渡
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
渡
航
者
た
ち
の
多
く
が
携
わ
っ
た
仕
事
は
、
大
き
く
は

以
下
の
二
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
林
業
・
製
紙
業
に

関
わ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
製
紙
業
の
操
業
の
た
め
に
も

必
要
と
さ
れ
た
石
炭
の
採
掘
で
す
。
炭
砿
は
敷し
す
か香
（
現
在

の
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）
を
中
心
と
す
る
北
東
部
の
地
域
に
連

な
っ
て
お
り
、
そ
の
北
端
は
国
境
の
北
緯
五
〇
度
線
に
接

〇
度
の
国
境
線
を
越
え
て
き
た
歩
兵
・
戦
車
部
隊
に
よ
る

侵
攻
、
艦
船
に
よ
る
上
陸
作
戦
（
塔
路
上
陸
作
戦 

、
真
岡

上
陸
作
戦 

）、
豊
原
な
ど
へ
の
空
襲
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ソ
連
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
犠
牲
者
や
自
決
者
も

多
数
出
て
お
り
、
約
四
〇
万
人
い
た
樺
太
の
日
本
人
は
本

土
へ
と
引
き
揚
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
揚
げ
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
疎
開
、
密
航
、
公
式
な
引
き
揚

げ
（
引
揚
船
へ
の
乗
船
）
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
引
揚
者
の
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
公
式

な
引
揚
船
へ
の
乗
船
で
す
。
日
本
政
府
と
連
合
国
軍
の
間

で
の
協
議
を
経
て
、
公
式
な
引
き
揚
げ
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月
か
ら
で
し
た
。

真
岡
港
か
ら
函
館
港
へ
の
引
揚
船
で
の
移
送
で
あ
り
、
五

次
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

七
月
二
三
日
ま
で
、
約
四
年
も
続
け
ら
れ
、
日
本
に
戻
っ

て
こ
ら
れ
た
の
は
約
二
八
万
人
で
し
た
。

　
な
お
、
日
本
政
府
は
か
つ
て
、
沖
縄
戦
を
第
二
次
世
界
大

戦
に
お
け
る
「
国
内
唯
一
の
地
上
戦
」
と
す
る
公
式
見
解
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
民
主
党
政
権
期
の
二
〇
一
〇
年
五
月

に
見
解
を
改
め
、
こ
れ
を
閣
議
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
以
降
は
内
地
の
位
置
づ

け
を
得
て
い
た
南
樺
太
へ
の
ソ
連
軍
侵
攻
は
、
国
内
で
行
わ

れ
た
地
上
戦
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

⑵　

自
ら
の
引
き
揚
げ
体
験
の
記
憶

　
私
の
場
合
、
引
き
揚
げ
の
方
法
は
密
航
で
し
た
。
島
の
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南
岸
、亜ア
ニ
ワ庭
湾
の
西
海
岸
に
住
ん
で
い
た
私
た
ち
家
族
は
、

一
九
四
五
年
九
月
二
三
日
、
居
住
し
て
い
た
泥
川
か
ら
、

ま
ず
北
方
に
あ
る
芳よ
し
な
い内
へ
馬
車
で
移
動
し
、そ
こ
か
ら「
ポ

ン
ポ
ン
蒸
気
船
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
動
力
船
に
乗
っ
て
逃

げ
ま
し
た
。
本
土
と
は
逆
方
向
の
北
方
に
行
っ
た
理
由
は
、

芳
内
の
海
岸
は
岩
場
で
あ
る
た
め
、
砂
地
の
よ
う
に
足
跡
が

つ
か
な
い
こ
と
に
加
え
、
リ
ア
ス
式
海
岸
で
見
通
し
が
き
か

ず
、
身
を
隠
し
や
す
か
っ
た
た
め
で
す
。
密
航
は
大
抵
は
捕

ま
っ
て
失
敗
し
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
運
良
く
捕
ま
ら
ず

に
稚
内
ま
で
逃
げ
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
家
族
は
、
足
に
障
害
の
あ
る
父
、
病
気
で
伏
し
て

い
た
母
、
姉
二
人
、
兄
二
人
、
最
年
少
の
私
、
合
わ
せ
て

七
人
の
家
族
で
し
た
。
こ
の
う
ち
長
兄
は
一
人
離
れ
て
豊

原
市
に
い
た
た
め
、
密
航
は
六
人
で
行
い
ま
し
た
。
船
に

乗
せ
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
人
当
た
り
現
金
一
〇
円
（
子

ど
も
は
半
額
）と
米
一
俵
を
船
主
に
支
払
っ
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
と
子
ど
も
が
優
先
的
に
船
に
乗
せ
ら
れ
、
当
時
八

才
の
私
と
兄
は
す
ぐ
に
乗
船
し
て
、
船
底
に
行
く
よ
う
言

わ
れ
ま
し
た
。九
月
末
で
も
暑
か
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

当
然
、
船
内
に
ト
イ
レ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小

さ
な
動
力
船
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
〇
〇
人
ほ
ど

が
乗
っ
て
お
り
、
立
錐
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
定
員
を
大
き

く
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
乗
船
時
の
光
景
と
し
て
今
で
も
覚
え
て
い
る
の
が
、
二

～
三
人
の
日
本
兵
が
来
て
、
船
主
に
「
本
土
に
戻
っ
た
ら

ど
ん
な
こ
と
で
も
す
る
か
ら
、
一
緒
に
乗
せ
て
く
れ
」
と

頼
ん
で
い
た
こ
と
で
す
。
動
力
船
の
後
方
に
は
小
さ
な
磯

船
が
二
艘
つ
な
が
れ
て
い
て
、
兵
士
た
ち
が
乗
せ
ら
れ
て

＜資料２＞　南樺太の支庁・市郡・町村の区分（1941年4月1日現在）

※　国立国会図書館デジタルコレクション掲載、『外
　地地方行政区劃便覧 （昭和16年４月１日現在）』  
（拓務省管理局、1941年）に基づき、2022年２月、
編集部作成。

※　全国樺太連盟ウェブサイトより引用。
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前
記
の
大
鵬
も
、
三
船
の
一
つ
小
笠
原
丸
に
乗
っ
て
疎

開
し
た
一
人
で
し
た
。小
笠
原
丸
は
ま
ず
稚
内
に
寄
港
し
、

そ
の
後
小
樽
に
向
か
う
途
中
で
攻
撃
を
受
け
、
沈
没
し
て

い
ま
す
。
大
鵬
は
、
一
緒
に
い
た
母
親
が
体
調
を
崩
し
て

稚
内
で
下
船
し
て
い
た
た
め
、
難
を
逃
れ
ま
し
た
。

６
．
全
国
樺
太
連
盟
に
つ
い
て

　
次
に
、
私
自
身
も
長
く
関
わ
っ
て
い
た
「
全
国
樺
太
連

盟
」、
通
称
「
樺か
ば
れ
ん連
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
樺
連
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
四
月
に
設
立
さ

れ
、
公
益
法
人
（
社
団
法
人
）
の
法
人
格
を
取
得
し
ま
し

た
が
、
公
益
法
人
制
度
改
革
（
根
拠
法
二
〇
〇
八
年
一
二

月
施
行
）
に
対
応
し
て
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
に
一

般
社
団
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。
会
員
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
も
あ
り
、
二
〇
二
一
年
三
月
末
を
も
っ
て
解
散
し
、

七
三
年
に
わ
た
っ
た
活
動
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

　
樺
連
は
当
初
、
南
樺
太
か
ら
の
引
揚
者
を
援
護
す
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
元
々
は
、
樺
太
庁

に
勤
務
経
験
の
あ
る
者
や
、
東
京
事
務
所
の
関
係
者
ら
約
一

〇
〇
人
が
集
ま
っ
て
行
っ
て
い
た
引
揚
者
援
護
の
取
り
組
み

に
端
を
発
し
、後
で
社
団
法
人
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
、

歴
代
会
長
に
樺
太
庁
長
官
が
就
い
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
は

主
に
以
下
の
よ
う
な
生
活
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
つ
は
引
揚
者
の
住
む
住
宅
を
確
保
す
る
事
業
で
す
。

住
宅
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
は
、
戦
時
中
は
軍
で
使
っ
て

い
た
兵
舎
等
で
あ
り
、
こ
れ
を
引
揚
者
の
住
宅
に
充
て
ま

し
た
。
道
内
で
は
旭
川
、
帯
広
、
標
茶
な
ど
に
あ
っ
た
軍

い
ま
し
た
。
動
力
船
は
夕
方
に
出
航
し
、
波
で
大
き
く
上

下
に
揺
ら
れ
る
過
酷
な
航
行
を
経
て
、
目
的
地
の
稚
内
に

辿
り
着
い
た
の
は
翌
日
の
昼
間
で
し
た
。
後
に
聞
い
た
と

こ
ろ
で
は
、
紋
別
沖
ま
で
潮
に
流
さ
れ
て
い
た
た
め
、
余

計
に
時
間
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
上
陸
時
、
海
水
を
浴

び
続
け
て
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
い
る
兵
士
た
ち
の
姿
を
見

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
芥
川
龍
之
介
の
『
蜘
蛛
の
糸
』

を
想
起
さ
せ
る
光
景
で
す
。

　
密
航
に
よ
る
引
き
揚
げ
は
、
私
た
ち
家
族
の
よ
う
に
、

も
と
も
と
条
件
の
良
い
地
域
に
暮
ら
し
て
い
な
い
と
成
功

し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、 

密
航
に
は
密
航
な
り
の
苦
し
み

が
あ
り
ま
し
た
。

　

⑶　

三
船
殉
難
事
件

　
一
九
四
五
年
八
月
二
二
日
の
早
朝
、
留
萌
沖
で
樺
太
か

ら
の
引
き
揚
げ
船
三
隻
が
ソ
連
太
平
洋
艦
隊
所
属
の
潜
水

艦
か
ら
魚
雷
な
ど
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
、
大
破
も
し
く
は

沈
没
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。「
三
船
殉
難

事
件
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
で
す
。

　
こ
の
事
件
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
引
き
揚
げ
の
三
つ
の
方

法
の
う
ち
、
疎
開
に
関
係
し
ま
す
。
三
船
（
小
笠
原
丸
、

第
二
号
新
興
丸
、
泰
東
丸
）
は
、
ソ
連
軍
侵
攻
か
ら
程
な

く
、
当
時
の
樺
太
庁
長
官
が
女
性
や
高
齢
者
の
緊
急
的
な

疎
開
を
決
め
、
そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
船
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
本
事
件
の
犠
牲
者
の
数
は
、
一
説
に
は
一
七
〇
八

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。停
戦
の
数
時
間
前
に
起
き
て
し
ま
っ
た
悲
劇
で
し
た
。

の
施
設
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
引
揚
者
へ
の
給
付
金
の
給
付
を
実
現
さ
せ

る
取
り
組
み
で
す
。
引
揚
者
は
樺
太
に
有
し
て
い
た
財
産
を

捨
て
て
逃
げ
て
き
て
い
る
の
で
、
引
揚
者
の
財
産
の
補
償
を

何
ら
か
の
か
た
ち
で
公
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
、
日
本
政
府

と
の
交
渉
も
行
い
ま
し
た
が
、
政
府
は
な
か
な
か
腰
を
上
げ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、
千
島
列
島
や
満
州
、
南
洋

諸
島
な
ど
か
ら
の
引
揚
者
も
大
勢
い
た
か
ら
で
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、「
全
国
引
揚
者
団
体
全
国
連
合
会
」
と

協
力
し
て
粘
り
強
く
政
府
に
補
償
を
求
め
、「
引
揚
者
給
付

金
等
支
給
法
」（
昭
和
三
二
年
法
律
第
一
〇
九
号
）
や
「
引

揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」（
昭

和
四
二
年
法
律
第
一
一
四
号
）の
制
定
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

十
分
な
金
額
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
同
法
に
基
づ
き
樺
太

引
揚
者
に
も
給
付
金
や
特
別
交
付
金
が
支
給
さ
れ
、
私
自
身

も
給
付
金
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

　
樺
連
は
一
定
の
財
産
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
樺
太
の
豊

原
や
大
泊
に
は
旧
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
支
店
が
あ
り
ま
し

た
が
、
引
き
揚
げ
後
、
そ
の
預
金
者
の
中
に
は
自
ら
の
預

金
を
下
ろ
せ
な
く
な
っ
て
い
た
者
が
相
当
数
お
り
、
そ
の

金
額
も
相
当
な
額
に
上
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
樺
太
に
残

さ
れ
た
預
金
を
樺
連
と
し
て
貰
い
受
け
た
の
で
す
。

  

た
だ
し
、
受
け
取
り
方
は
現
金
で
は
な
く
、
諸
々
の
工

夫
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
樺
連
の
北
海
道
事
務
所
は

最
初
は
札
幌
市
豊
平
区
に
あ
り
、
こ
の
土
地
は
拓
銀
の
管

理
の
土
地
で
し
た
。
こ
の
土
地
を
樺
連
が
拓
銀
か
ら
譲
渡

を
受
け
、
そ
こ
に
道
営
住
宅
と
北
海
道
事
務
所
を
置
き
、

道
庁
か
ら
納
め
ら
れ
る
土
地
の
借
入
料
を
樺
連
の
一
定
の
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ず
、
こ
こ
ま
で
見
学
に
訪
れ
る
人
の
数
は
ご
く
僅
か
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
よ
り
人
々
が
足
を
運
び
や
す
い
場
所
へ

の
移
転
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、
様
々
な
案
の
検
討
を

経
て
、
最
終
的
に
決
定
し
た
の
が
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
の

二
階
へ
の
移
転
で
し
た
。

　
資
料
展
示
室
は
二
〇
〇
四
年
八
月
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁

舎
内
に
移
転
し
、「
樺
太
関
係
資
料
館
」
に
改
称
さ
れ
、

展
示
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、

樺
太
出
身
の
堀
達
也
氏
が
道
知
事
（
任
期
一
九
九
五
～
二

〇
〇
三
年
）
に
就
任
し
た
こ
と
も
、
資
料
館
の
移
転
・
開

設
に
と
っ
て
追
い
風
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

移
転
後
は
年
間
七
〇
万
人
も
の
入
場
者
が
来
て
い
ま
す

（
二
〇
一
九
年
か
ら
の
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
に
伴
い
、
二
〇
二
二
年
度
ま
で
閉
館
予
定
）。

　
資
料
館
の
開
設
に
先
立
ち
、
樺
連
の
会
員
か
ら
、
樺
太

に
関
係
す
る
資
料
・
史
料
の
提
出
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

約
八
〇
〇
〇
点
も
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
例
え

ば
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
両
方
で
書
か
れ
た
通
信
簿
な

ど
、
当
時
の
両
国
共
生
の
証
に
な
る
よ
う
な
貴
重
な
史
料

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
素
人
に
は
整
理
す
ら
で
き
な
い
も

の
で
す
が
、
当
時
の
北
海
道
開
拓
記
念
館
（
現
・
北
海
道

博
物
館
）
の
学
芸
員
の
方
に
力
を
借
り
、
道
庁
の
作
法
に
基

づ
い
て
整
理
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
道
庁
へ
の
寄
贈
時

も
違
和
感
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

⑵　
「
移
動
展
」
の
始
ま
り
と
そ
の
継
続

　
資
料
館
が
開
設
さ
れ
た
頃
、
道
庁
本
庁
一
階
の
ス
ペ
ー

ス
を
使
っ
て
、
道
庁
各
部
が
資
料
展
示
を
通
じ
て
自
ら
の

仕
事
を
紹
介
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
環
で
樺
連
も
協
力
し
て
樺
太
に
関
す
る
資
料
を
展

示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
関
係
者
数
名
が
集
ま
っ
て

実
際
に
展
示
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
大
き
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
道
庁
本
庁
一
階
で
の
展
示
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
間
に
、
稚
内
市
に
在
住
の
樺
連
会
員
の
方
々
か
ら
、
自

分
た
ち
の
地
元
で
も
同
様
の
展
示
を
し
た
い
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
樺
連
が
展
示
物
を
各
支
部
に
貸
し
出

し
、
経
費
と
会
場
は
各
支
部
が
調
達
す
る
と
い
う
開
催
形

式
を
整
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
に
「
移
動
展
」
と
し
て
定

着
す
る
事
業
の
始
ま
り
で
す
。
当
時
、
樺
太
か
ら
の
引
揚

者
が
多
く
住
む
稚
内
市
で
は
特
に
大
き
な
反
響
が
あ
り
、

次
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
美
唄
市
や
函
館
市
で
の
移
動
展
に

も
た
く
さ
ん
の
入
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、

展
示
資
料
は
さ
ら
に
充
実
し
、
展
示
方
法
に
も
習
熟
し
て

き
た
の
で
、
内
容
も
濃
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
私
の
地
元
で
あ
る
釧
路
市
内
で
移

動
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
樺
連
釧

路
支
部
の
支
部
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
経
費
や
会
場

の
調
達
な
ど
準
備
に
奔
走
し
ま
し
た
。
漁
業
、
炭
砿
、
製
紙

業
を
基
幹
産
業
と
し
て
き
た
釧
路
市
は
、
か
つ
て
の
南
樺
太

の
産
業
の
状
況
に
生
き
写
し
と
言
え
る
地
域
で
あ
り
、ま
た
、

人
々
の
つ
な
が
り
の
面
で
も
樺
太
と
釧
路
は
深
い
も
の
が
あ

り
、
移
動
展
に
は
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
釧
路
市
で
の
移
動
展
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
で

は
珍
し
い
国
境
石
を
展
示
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
島
国

収
入
源
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
樺
連
の
本
部
事
務
所
は
東
京
都
港
区
に
ビ
ル
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
土
地
も
外
務
省
の
所
有
地
で

あ
っ
た
の
を
払
い
下
げ
受
け
た
も
の
で
す
。
元
々
は
樺
太

庁
の
所
有
地
で
あ
っ
た
の
を
樺
連
が
譲
り
受
け
た
も
の
で

す
。
ビ
ル
の
賃
貸
料
収
入
も
樺
連
の
活
動
の
財
源
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
組
織
形
態
は
公
益
法
人
と
は
い
え
、

官
の
息
が
か
か
っ
た
団
体
で
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

７
．
樺
連
に
よ
る
樺
太
史
の
伝
承
活
動

　
引
揚
者
へ
の
援
護
が
一
段
落
し
た
後
、
次
に
樺
連
が
取

り
組
ん
だ
の
は
、
樺
太
の
歴
史
の
伝
承
に
関
す
る
取
り
組

み
で
す
。
北
方
四
島
の
よ
う
な
返
還
運
動
を
進
め
る
と
い

う
気
運
も
一
時
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
樺
太
と
北
方
四

島
で
は
歴
史
的
な
経
緯
も
法
律
上
の
位
置
付
け
も
異
な
る

の
で
、
返
還
運
動
は
難
し
い
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
選
択
肢
が
、
日
本
領
時
代
の
樺
太
に
関
す
る

様
々
な
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
歴
史

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
で
し
た
。

　

⑴　

道
立
資
料
館
の
開
設
に
関
す
る
要
望
と
協
力

　
樺
連
か
ら
道
庁
に
要
望
し
、
一
九
九
二
年
一
月
に
「
樺

太
関
係
資
料
展
示
室
」
を
設
置
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
資

料
展
示
室
は
道
庁
西
一
八
丁
目
別
館（
二
〇
二
〇
年
解
体
）

の
二
階
に
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
立
地
が
良
い
と
は
言
え
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て
、
そ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
、
移

動
展
を
見
た
人
か
ら
後
に
手
紙
が
来
て
、
自
ら
の
事
情
や

思
い
を
ぶ
つ
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
留
萌
で
開
催
し
た
と
き
に
は
、
当
時
の
市

長
が
会
場
を
訪
れ
た
だ
け
で
な
く
、
三
船
殉
難
事
件
に
関

す
る
副
読
本
（『
留
萌
沖
三
船
遭
難
～
終
戦
秘
話
～
』
二

〇
二
〇
年
七
月
発
行
）
の
発
行
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
移

動
展
を
機
に
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く

こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
く
れ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
歴
史
伝
承
の
活
動
の
経
験
か
ら
思
い
至

る
の
は
、「
歴
史
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
未
来
を
考
え
る

土
台
づ
く
り
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
樺
太
の
歴
史

を
現
代
や
後
世
に
伝
え
る
こ
と
に
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味

が
あ
る
の
か
と
自
問
を
く
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
歴
史

を
知
る
こ
と
に
は
人
間
の
心
に
触
れ
る
部
分
を
癒
や
し
う

る
効
果
が
あ
る
と
、
移
動
展
の
開
催
を
続
け
る
な
か
で
理

解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
重
要
な
仕
事
で
す

の
で
、
樺
連
が
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
取
り
組
み
も
決
し

て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

８
．
ま
と
め
に
代
え
て
―
今
後
へ
の
期
待

　
先
ほ
ど
も
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
樺
連
は
二
〇
二
一
年

三
月
末
を
も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。
解
散
は
、
十
数
年
前

に
行
っ
た
総
会
決
議
に
よ
り
、
実
際
に
樺
太
で
の
生
活
経

験
が
あ
る
者
の
手
に
よ
っ
て
行
う
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
し

日
本
で
陸
上
に
国
境
線
が
引
か
れ
る
こ
と
は
ま
ず
無
く
、

国
境
石
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
南
樺
太
を
日
本
が
領
有
し
て

い
た
時
代
に
は
、
北
緯
五
〇
度
の
日
ソ
国
境
線
に
四
基
の

国
境
石
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
の
一
つ
が「
根

室
市
歴
史
と
自
然
の
資
料
館
」（
根
室
市
花
咲
港
二
〇
九
）

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
借
り
る
た
め
に
同

資
料
館
に
お
願
い
に
行
き
、
同
資
料
館
の
学
芸
員
な
ど
の

協
力
も
あ
り
、
国
境
石
の
展
示
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
移
動
展
を
開
始
し
、
道
内
で
一
一

回
、
本
州
で
九
回
、
計
二
〇
回
開
催
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の

責
任
者
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
東
京
で
の
移
動
展
は
、
純
粋

な
民
間
団
体
で
あ
れ
ば
借
り
る
こ
と
す
ら
難
し
い
東
京
都
庁

の
最
上
階
の
展
望
室
を
会
場
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
も
遠
い
と
こ
ろ
で
は
、
二
〇
〇
七
年
に
京
都
市
で
も
開
催

し
ま
し
た
。
最
後
の
移
動
展
は
二
〇
二
一
年
二
月
に
札
幌
市

（
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
、
二
〇
回
に
及
ん

だ
移
動
展
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
展
示
資

料
の
一
つ
で
あ
る
樺
太
の
鳥
瞰
図
に
引
揚
者
や
そ
の
家
族

た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ

や
、
祖
父
母
の
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
探
す
な
ど
し
て
、

な
か
な
か
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
と
い
う
光
景
で
す
。
中

に
は
、
移
動
展
が
も
う
少
し
早
く
開
催
さ
れ
て
い
れ
ば
、

亡
く
な
っ
た
祖
父
母
や
父
母
に
も
見
せ
て
や
れ
た
の
に

と
、
涙
ぐ
む
人
た
ち
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
集
合

写
真
な
ど
も
同
様
で
、
そ
の
中
に
自
分
の
身
内
を
探
し
、

見
つ
け
出
せ
た
と
き
に
は
嬉
し
さ
が
表
情
に
溢
れ
出
て
い

た
。
そ
の
後
、
若
い
世
代
の
会
員
が
入
会
し
た
り
、
樺
太

に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
組
織
を
存
続
さ
せ
、
樺

連
が
所
蔵
し
て
い
る
樺
太
関
係
の
資
料
・
財
産
を
引
き
続

き
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
先
人
の
残
し
た
財
産
を
別
な
目
的
に

利
用
さ
れ
て
も
困
る
と
考
え
、
解
散
を
決
断
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
世
代
の
樺
太
連
盟
は
活
動
を
終
え
ま
し
た
が
、

質
を
変
え
て
、
樺
太
の
研
究
を
進
め
て
い
く
な
ど
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
が
理
事
長
を
務
め
て
い
た
社
会
福
祉
法
人

釧
路
若
草
会
の
運
営
す
る
認
定
こ
ど
も
園
と
、サ
ハ
リ
ン
・

ホ
ル
ム
ス
ク
市
に
あ
る
二
つ
の
幼
稚
園
は
姉
妹
関
係
を
結

び
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
か
く
さ
保
育
園
、
は
る
と
り
保
育
園
の
園
歌
は

樺
太
出
身
者
が
作
詞
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民

レ
ベ
ル
で
の
交
流
は
、
将
来
的
に
も
二
国
間
の
関
係
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。「
歴
史
は
恨

む
も
の
で
は
な
く
学
ぶ
も
の
」
と
、重
く
感
じ
て
い
ま
す
。

＜

い
わ
さ
き
　
も
り
お
・
元
一
般
社
団
法
人
全
国
樺
太
連
盟
釧
路
支
部
長

／
元
北
海
道
議
会
議
員＞

　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
に
釧
路
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
た
、
北
海
道
近
現

代
史
研
究
会
・
第
七
回
学
習
会
の
内
容
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
・
編
集
部


